
 

ऀճෳࢳ๑ਕ ௗඎճ ̐ௗඎฯүԄ 

 ࢢ༉ ࢃຌ͍ͥ͠ ࣧජେන Ԯࢃ େනڂݜ



目 次 

はじめに                              ・・・・・・・ P1 

 

 

０歳児事例                                ・・・・・・・ P2 

「やった！できた！見つけた！～やってみたい遊びを大切に～」 

 

１歳児事例                                ・・・・・・・ P5 

「見つけた物、どんな風に転がる？」 

 

２歳児事例                                ・・・・・・・ P8 

「ケーキを作りたい！」 

 

３歳児事例                               ・・・・・・・ P11 

「色水遊び～すりすりっておもしろい！～」 

 

４歳児事例                               ・・・・・・・ P14 

「作った物が繋がった！ 

～イメージを共有することで新しいひらめきにワクワクする～」 

 

５歳児事例                               ・・・・・・・ P17 

「つながる遊び～本物みたいに作りたい！」 

 

全体的な考察                           ・・・・・・・ P20 

 

 

 

 



はじめに 

 自園は大阪府枚方市にあり、近隣には田んぼや畑、川があり、白鷺や日本カメの歩く姿をよく目

にする。自然を身近に感じ、「個々の自立支援」「個々の自律支援」「共育ち支援」という理念に基づ

き、「正しい判断ができ、人間性豊かな子ども」「自立心があり、創造性豊かで協調性のある子ども」

「感性豊かに五感を感じる子ども」を育む保育を目指し、保育目標に取り組んでいる。 

 「科学する心を育む保育」に取り組み、8年目を迎えるが、1年目は科学する心を育む保育を自園

では、「不思議・発見・探求心」と捉え保育に取り組んできた。さらに２年目では、「五感を感じる」

保育を大切に「不思議・発見・探求心」の中には子どもの気付きがたくさんあるということを発見

した。３年目以降では、その気付きを「不思議・発見・探求心」と分類わけを行い、「６つの気付き」

が生まれた。また、4年目以降には「気付き」には感性が関係しているのではないか、もともと持っ

た感性が発揮される場面に出会った時、新たな感性が育っているのではないかと考え、「気付きの育

ち」「感性の育ち」に着目した。すると、その感性は乳児期から育まれていることがわかった。 

 また、昨年度は、「6 つの気づき」に戻り、職員間で何度もクラスのエピソードを用いて話し合い

を重ねた。すると、子どもたちの遊びの姿や言葉を６つの気づきに分類していくと、「６つではなく

８つの気づき」があるとわかった。 

今年の８月、保育を振り返る際に、「保育者にとって楽しかったと思う保育はどんな保育だったか」

話し合いを行った。すると「子どもたちと保育者が夢中になって遊んだこと」と多くの職員から返

ってきた。そのエピソードを今年度の論文にまとめることにした。 

 

仮説 

今年度は原点に戻り、本園が考える「科学する心を育む保育」とは、「不思議・発見・探求心」であ

るが、０歳児クラスから５歳児クラスまで保育者が子どもたちと一緒になって楽しみ、夢中になっ

て遊ぶ中に「不思議・発見・探求心」は含まれているのか検証する。 

そこで乳児期は一人ひとりを丁寧にその個性や感性を大切に、そして幼児期はその感性や個性を協

同性・社会性に繋げながら、「不思議・発見・探求心」を育む保育と捉え着目した。 

  

方法 

今年度の事例を書くにあたって、「不思議・発見・探求心」読み取りやすいように、子どもたちがど

ういうことを不思議に思ったのか、どんなことを発見したのか、どのように探求しているのか、ど

のように探求していたのかをできる限り文章で書くようにした。そしてその部分には、赤線・黒線・

青線を引いて一目でわかりやすいようにした。 

 

不思議 

 

発見 

 

探求心 

1 

 



2019 年度 0 歳児事例「やった！できた！見つけた！～やってみたい遊びを大切に～」 
第１章～入れ込みあそび～場面①「入るかな…？」 

4 月下旬、手を伸ばして玩具を掴んだり振ったりして遊ぶ子ども達の姿が見られた。保育者が入れ込み 
あそびを始めると、子ども達も保育者の真似をして入れ込みあそびをする姿が見られるようになった。5 月 
上旬には、ミルク缶を使用した入れ込み玩具を作った。積み木やチェーンを持ってミルク缶に入れ込む様子 
が見られ、玩具を何度も出し入れして遊ぶ姿が見られた。特に写真のＫ児は入れ込みあそびに興味津々で 
楽しんで遊ぶ様子が見られた。 

 
 
 
 

場面②「ボールが入ったよ！」 

5 月中旬頃から戸外ではカラーボールと筒を組み合わせ、 
転がしあそびに取り組んだ。子ども達の座高に合わせ、筒が 
傾くように高さを調節し環境を整えた。最初は筒の入り口ま

でボールを持っていく事が難しかったようだが、保育者と繰

り返し遊んでいくと自分でボールを持ち筒に入れ込んで遊

べるようになった。場面①で行なっていたミルク缶を使った入れ込みあそびを 
経験した事が、今回の転がしあそびにも繋がったように感じた。 

場面③「あっ！ここにも入った！」 

繰り返し入れ込みあそびに取り組む中で、初めは指先も器用に使えず 
上手く入れ込めない子も多かったが、経験を重ねる事で徐々に集中して 
遊べるようになってきた。戸外で遊ぶ際も 5 月下旬頃から発砲スチロール 
の穴などに自らカラーボールを入れ込む姿が見られる様になり、自分で 
考えて遊ぶ事で今までに比べ少しずつ集中して遊び込めるようになってい 
るように感じた。 

入ったよ！ 

Ｋ児 

２ 

ミルク缶を布で 

覆い、子ども達が

安全に遊べるよう

工夫した。 

園庭でも同じ遊びが出来る様に手作り玩具を用意した。 

保育者は「うさぎさんにどうぞしようね」等を声を掛けながら関

わり、入れ込んで遊ぶ楽しさを言葉や表情で伝えていくようにし

た。口に入ったボールを取り出して保育者にボールを渡す等保育

者との関わりも見られた。

場面①ではまだ玩具を握ったり振ったりして遊ぶ事が多かった子ども達が、ミルク缶を使用した玩具を作った事

で保育者の真似をしたり自分で考えて入れ込みあそびが出来る様になってきた。 

入るかな…？ 

夢中になって遊ぶ姿が見られる様になってきたので室内だけでなく戸外に出た時も遊びを継続できないかと考

え、場面②ではカラーボールと筒、段ボールで作った手作り玩具を用意し環境を整えた。初めはなかなか上手く

筒に入れられず“なんでかな？”という表情をしながら何度も繰り返し遊んでいるうちに、筒にボールを入れて

いた姿を見て場面①でミルク缶を使って行なった入れ込みあそびが良い経験になっていたのではないかと思う。 

ここにも 

入るかな…？ 

場面③では自らボールを入れられそうな場所を見つけ、 

考えて遊ぶ姿が見られた。 

 

入った！ 

うさぎさん 

食べるかな… 



蓋を開けると缶に

入れられるように

した。また動物のイ

ラストを貼る事で

興味を持てるよう

にした。 

場面④「この中は入るかな？」 

6 月上旬になると今まで遊んでいた入 
れ込みあそびでは物足りなくなってきた 
ようであまり遊ぶ姿は見られないように 
なったので、どうすれば子ども達が楽し 
んで遊べるかを保育者間で意見を出し合 
い、ミルク缶に段ボールで蓋を付け缶の 
中が見えないようにした。蓋には動物のイラストを貼る事で子ども達も興味を示してくれるように工夫を 
し、6 月中旬に手作り玩具を室内に設置した。 
Ｋ児：玩具にすぐ興味を示したが、最初は蓋を上手く開ける事が出来ず少し苦戦している様子が見られた。 
保育者：「うさぎさんとか、ぞうさんの所にどうやったら入るかな？」「お腹空いてるかな？」と保育者が 
言葉掛けを行なうと、Ｋ児が蓋の開け方に気付き、片手で上手く開けてミルク缶の中にガチャ玉を入れ込 
んでいた。また、ガチャ玉を入れた時に鳴る音が面白かったようで何度も繰り返し入れて遊ぶ姿が見られた。 
《振り返り》 
一度やり方が分かると集中して遊べるようになり、高 

月齢児（Ｋ児）は一つ玩具をミルク缶に入れると一度蓋 
を閉め、もう一度蓋を開けた時に玩具が入っているかミ 
ルク缶を覗き込んで確認するなど楽しんで遊ぶ姿が見ら 
れた。今までは、片手だけで入れ込みあそびを楽しむ事 
が多かったが、少しずつ両手を器用に使えるようになってきた事であそびの幅も広がり、遊び方にも変化が 
見られる様になってきたと感じる。また、ガチャ玉だけではなくチェーンやホース積み木等、保育室にある 
様々な玩具を入れてみようとする姿も多く見られる様になり、どんな大きさの物が入るか、入れた時にどん 
な音が鳴るか等子ども達なりに考え、発見を探しているようであった。 

第２章～引っ張りあそび～場面①「引っ張るっておもしろい！」 

5 月中旬からは、指先を動かして楽しめるあそびを取り入れた。段ボー 
ルと紐を使用し、紐を引っ張ると伸び縮みする玩具を作り、保育室に設置

した。段ボールで隠れている紐の先には鈴をつけて引っ張ると音が鳴るよ

うにしたり、ガチャ玉の中に紙粘土を入れて重りを付け、紐を引っ張って

もすぐに紐が戻ってしまうようにするなど、工夫し音や重さも感じられる

ようにした。玩具を出した当初は、まだ指先を使って上手く紐を掴めない

子もいたが、何度も繰り返し遊ぶ事で指先も器用に動かせるようになり、

親指と人差し指を使って紐を引っ張る姿が見られ、引っ張った際に音が鳴った事に気付くと「おっ！」とい 
う表情をしたり、重みで紐が戻ると不思議そうな表情を見せる子もいた。 

このおもちゃも 
入るかな？ 

開けられた！ 

３ 

Ｋ児 

Ｎ児 

場面④では、ここまで夢中になって遊んでいたので何か工夫は出来ないかと保育者間で話し合い、ミルク缶に段

ボールで蓋を付け中が見えないようにした。初めはなかなか上手く蓋を開けられずにいたが一度やり方が分かる

と夢中になって遊び、高月齢児は蓋を開け閉めし、中身が入っているかミルク缶を覗き込んで確認するなど楽し

んで遊ぶ姿が見られた。初めは上手くいかな遊びでも繰り返し遊ぶ事で遊び方を理解し、自分たちで工夫や試行

錯誤しながら遊ぶ中で“出来た！”という喜びの表情をたくさん見ることが出来た。 

紐を掴みやすいように、紐の先に 

結び目を作り、工夫をした。 

場面①では引っ張りあそびに取り組んだ事で指先の器用さが少しずつ発達していく姿が見られた。紐に鈴や重り

を付ける事で音や重さも感じられるように工夫をした。 



場面②「これなぁに？」 

5 月下旬になり今までの引っ張りあそびの経験を活かす 
事は出来ないかと考え、保育室にスズランテープを吊るし、 
引っ張って遊べる環境を作った。初めはぶら下がっている 
スズランテープを不思議そうに見ていた子ども達だったが、 
保育者が一度引っ張って見せると興味を示し、手を伸ばし 
て引っ張ろうとする姿が見られた。また、子ども達が引っ張りやすいように風船や布製 
の音が鳴る玩具を付け、「触ってみたい！」「引っ張ってみたい！」という意欲を引き出せるようにしたり、 
届きそうで届かない高さに吊るす事で、運動面の発達も養えるような工夫を行なった。 

第 3 章「引っ張ったら落ちてきたよ！」 

Ｋ児やＮ児の姿から入れ込みあそびや引っ張りあそびの中に、指先の発達や足腰の力の強化、自分なりに

考えて工夫しながら遊ぶ姿が見られ、何より子ども達が夢中になって何度も繰り返し遊ぶ姿が見られる様に 
なったことが印象的であった。そんな子ども達の姿を受け、これまでのあそびを何か発展させることは出来 
ないか保育者同士で意見を出し合い、6 月上旬保育室の天井にネットを掛けそのネットの上に風船や紙風船、 
鈴を入れて作った折り紙のボール等を入れ、ネットに付けたスズランテープを引っ張ると風船などが落ちて 
くるようにした。翌朝子ども達が登園するとすぐ室内の変化に気付き興味を示しスズランテープを引っ張っ 
て遊ぶ姿が見られた。初めはただ引っ張って遊ぶだけで、風船などにはなかなか気 
づいていなかったが繰り返し引っ張る事でネットが揺れ、反動で偶然風船が落ちて 
くると嬉しそうに「おー！」と声をあげ、それ以降は上を見上げながらスズラン 
テープを引っ張り、風船の揺れや鈴の音を気にしながら遊ぶ姿が見られた。 

月齢によってつかまり立ちが出来る子もいれば、まだ腹ば 
いしか出来ない子もいたり、発達はそれぞれ個人差がある為、 
全員が楽しめるようにスズランテープの長さを調節する等、環 
境構成を考えた。その結果、様々な月齢の子が興味を示して遊 
ぶ事が出来ていたので、少しではあるが子ども達のあそびの幅 
も広がったのではないかと思う。また、場面②では膝立ちをし 
た時に届く高さでスズランテープを吊るしたが、場面③では 
個々の発達に合わせて様々な高さで吊るし、芯材に毛糸等を巻いて素材の感触を楽し 
めるように工夫した物をスズランテープの先に付けた事でより興味が持てた。 
 
 
 
 

【考察】 
0 歳では、不思議・発見・探求心の中で発見が一番多く見られた。まだ言葉では表現出来ないが初めて 

出来た時や何かを発見時の“やった！”“出来た！”“見つけた！”という表情から、夢中になって遊んで 
いく中で新しい発見をし、少しずつあそびが発展していく事を感じたので引き続き子ども達が夢中になり、 
集中して遊べるあそびや「やってみたい！」という意欲を引き出せるような遊びを取り入れていきたい 
と思う。 

届くかな… 

風船落ちるかな？ 

４ 

Ｎ児 

もうちょっと！ 

場面②では天井からスズランテープをぶら下げる事で指先と同時に足腰の力も養えるようにした。 

第 3 章では今まで以上に足腰の力を養う為に遊びに取り入れられないかを考え、ネットに

様々な長さのスズランテープを付けた事で今まであまり積極的につかまり立ちをしなか

った子も自分でスズランテープを引っ張りたいという意欲から、自ら手を伸ばしたり膝立

ちやつかまり立ちを積極的にする姿がたくさん見られる様になった。 
立ったら届いたよ！ 



㸯歳児事例「見つけた物、どんな風に転がる？」 

きっかけ 㐍⣭し新しいᢸ௵とも少しずつឡ╔関ಀが育まれてきた頃、園庭での探⣴あそびでは様々な自

然物に触れるᶵや、⏕き物にも興味を示すようになってきていた。探⣴活動で見つけた物を嬉しそうに保

育者に見せる姿や、⡆༢な言葉で見つけたことを一⏕ᠱ伝える姿が見られた。また、見つけた物を自らカ

ップ等に保⟶する姿が見られたので、見つけた物を保⟶できる、自分だけの特ู感を味わえるよう、子ども

がࢩール貼りをして作った探⣴ࣂッࢢを持っての探⣴活動が始まった。（４月下旬） 

場面①「ᱵのᐇࢆぢࡅࡘたよ！」 

“自分だけの”という特ู感を持った探⣴かばんに喜び、見つけたⲡⰼやᐇを大事そうに集めている。あ

る᪥園庭のᱵの木の下でᱵのᐇを見つけた㸿ちゃん。ままࡈとࢥーࢼーに⛣動し、以๓からよく࣌ットボト

ルに◁を入れたりして遊ぶ姿が見られていたので、࣌ットボトルにỈを張り、Ỉにᾋかぶᱵのᐇをほ察でき

るように環境を整えた。(㸳月上旬) 

場面②「こ࠺したら࠺なる…？」 

᪩㏿、Ỉの張った࣌ットボトルに気づいた㸿ちゃん。ᱵのᐇを࣌ットボトル口に入れようとするも入らな

いことに気付いた。その様子を見ていた保育者はままࡈとࢥーࢼーにあるまなᯈとໟを用意した。 

保：「㸿ちゃん、こんなのもあるよ！」と伝えると、保育者が用意した用具に興味を持ちᱵのᐇを切り始め

た。 

振り返り 

場面③「あれ？Ⰽがኚࢃったよ！」 

㸿ちゃんの遊ぶ姿からḟ第にの子どもたちも真似をして同じ遊びが始まった。ᱵのᐇ以外にも探⣴活

動で見つけたⰼびらを入れたりするのが大ዲきになっていた。そこで保育者はさらにⰍを付けるとどうな

るのかを考え、度環境を整えた。Ỉに食⣚を入れると少しずつⰍの変化にも気づき始め保育者と一⥴に࣌

ットボトルを振ったり、その様子を見ていた子どもたちは自ら࣌ットボトルを振りⰍの変化を楽しんだ。ま

た、Ⰽの付いたỈをࣗࢪースに見立てて、⡆༢なࣗࢪースあそびや、おだちや保育者にࣗࢪースをὀぐこ

とに遊びが変化していった。(6 月初旬) 

ᱵのᐇを発見！ 
入れようとしたけど 

入らない… 

よし、切ってみよう！ 

場面①、②では、࣐イࣂッࢢを保育者が用意したことで園庭での探⣴活動がより一ᒙ子ども達の興味や発

見とつながっていった。࣐イࣂッࢢを持って探⣴活動を楽しむことで園庭にဏいているⲡⰼやᱵのᐇ

をよく探したり、࣐イࣂッࢢに自然物をたくさん集めることに喜びを感じていた。また、「これなに？」、

「こんなのあった！」と子どもなりに発見したことを言葉で伝え、保育者や児と見つけた物をඹ᭷する

ことを楽しむ姿も見られた。自然物を発見し、保育者が用意した環境に気づき、子どもなりに探求した

り、保育者のさり気ない言葉掛けに興味やᮇᚅを持っていた。࣌ットボトル口にᱵのᐇを入れてみようと

するが、入らないことに気づき保育者が用意したまなᯈやໟを使ってᐇを切り始める子もいた。 

Ⰽが変わった！ ⚾も入れて！ 

発見 

探求心 

いーいーよー 

㸳 



振り返り 

場面④「ⰍỈあそびからὶしあそび…」 

ⰍỈあそびを㏻してⰍの変化を楽しんだり、ࣗࢪースあそびでおだちにࣗࢪースをὀぐことを楽しんで

いた子ども達。Ⰽの変化を楽しむ姿からなにかに遊びが展開しないかと子どものどⅬから環境をᤊえる

ことにした。そこでᵽや㏱᫂の筒を用意し、ⰍỈをὶし、Ⰽがΰじり合う変化を発見できるようにした。(㸴

月中旬) 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⰍỈをᵽや筒にὶすことを楽しむ子、ὶれてくる ⰍỈをほ察しⰍの変化に気づき子どもなりに“なんでだ

ろう…”と不思議に思う姿が見られた。

振り返り 

場面յ「こࢇなものもὶしてみたい！」 

遊びが㐍んでいく中でⰍỈをὶすだけでは物足りなくなった子ども達。そこでスーࣃーボ࢘ルやⲡⰼを

用意し、ⰍỈと一⥴にὶすことができるように子ども達の目のつくところと用意した。するとそれに気付

いた子ども達はḟ々にスーࣃーボ࢘ルやⲡⰼをὶし始め、Ỉと一⥴にὶれる面白さを感じていた。ὶすこと

を楽しむ子、ὶれてきたものを集める子など一人一人遊び方は␗なったが、興味を示し活動に取り組んでい

た。また、㹀くんは身㏆に࣌ットボトルの࢟ャップがあることに気づき、ὶすことを楽しんでいた。Ỉと一

⥴にὶすとໃいよくὶれていくことにᑐして࢟ャップ༢యでは上手くὶれていかないことを不思議に思っ

ていた。その様子を見ていた保育者はそのᚋの㹀くんの様子をほ察していると、㹀くんは手で࢟ャップをᢲ

して転がし始めた。㹀くんの姿から࿘りの子ども達も真似て࣌ットボトルの࢟ャップもὶすことを楽しみ

繰り返し遊んでいた。①写真ཧ↷(㸴月下旬) 
 

 

 

 

 

 

ὶすよ！ 

見ててね！ 

不思議 

スーࣃーボ࢘ル

がὶれてきた！ 

 

ャップは࢟ットボトルの࣌

ὶれるかな࠵？ 

探求心 

ዲወ心 

㸴 

場面③では、㸿ちゃんの遊ぶ姿からḟ第に真似をして同じ遊びを楽しんだり、ᱵのᐇやⰼびらをᾋかば

せて「⥡㯇」とᾋかんでいるỈ面をじっとほ察する様子も見られた。また、Ⰽが付いたことで見立てあそ

びにも広がり、子ども達同士でࣗࢪースとして見立て、ὀぐことを楽しんだり「はい、どうぞ」、「ありが

とう」等と言葉のやり取りも楽しんでいた。最初は㏱᫂のỈから、ᱵのᐇやⰼびら、また食⣚を入れるこ

とでⰍが変わり、子どもの「なんで？」とၥに思う心がⱆ⏕えた。 

場面④のⰍỈあそびでは、ⰍỈをὶすことを楽しむことからḟ第にࢱライの中でΰࡊり合うⰍの変化

を楽しんでいた。子どもなりに感じたことを言葉ではまだあまり上手く表現できないが、表情やࢱライの

中をじっと見つめるなど行動を㏻して不思議に思う気持ちがㄞみ取れた。

①  



振り返り 

場面⑥「どんな物が転がるのかなぁ…？」 

 水あそびが始まり、水風船や氷など夏ならではの感触にもたくさん触れてきた。以前から流したり、転が

したりして遊ぶことが好きなクラスだったので、再度樋や筒を出すことにした。すると以前の経験を思い出

し水風船を転がす子、ペットボトルを転がす子など子どもたちなりに“転がる物”を探し始める姿が見られ

た。Ｃくんは他児が水風船を転がす様子を見た後、近くにあったペットボトルを筒の中へと入れ始めた。水

風船は勢いよく転がっていったにも関わらず、Ｃくんが入れたペットボトルは中々転がらない。不思議に思

ったＢくんは手を筒の中へと入れペットボトルを押し出すように転がした。（７月中旬） 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
あれ？ 

振り返り 

【考察】 

 1歳児クラスでは探求心が 1番多く見られた。その要因として考えられたのは保育者が遊びの中に一緒

に参加し、夢中になって遊びを繰り返す中で子ども達と一緒に発見したり、考えたり、子ども達の「もっと

こうしてみたい！」という探求心が深まるような言葉掛けを行ったことが考えられると感じた。今後も子ど

も達の不思議・発見・探求心を大切にしながら遊びにトキメキが感じられるような環境や遊びを保障してい

きたいと思う。また、自ら“遊びを作り出す”楽しさを子ども達と共に共有していきたい。 

転がるかなぁ？ あれ？ 

どうして転がらないのかなぁ… 

疑問 

手で押し出したら 

転がるかな？ 

試行錯誤 

場面⑤では遊びが進む中で、色水だけを流すだけでは物足りなくなり、保育者が用意した、草花やスー

パーボウルを流し始めた。しかし子ども達は遊びが進む中で自ら“一緒に流れるなにか”を探し始め、Ｂ

くんはペットボトルキャップへと行きついた。水と一緒にキャップを流すと、よく流れるが、キャップ単

体だと上手く流れていかないことにも気づき手でキャップを押したり、探求しながら遊ぶ姿が見られた。 

場面⑥では過去の経験から子どもなりに転がる物、転がらない物を区別し身近にある物を探し始め、自

然と自分たちであそびを作り出す姿が見られた。自分たちで遊びを作り出すことで、「ああしたらどうか

な？」、「こうしたらどうかな？」という探求心が芽生え、子ども達同士で試行錯誤しながら遊ぶ姿が見ら

れた。 

７ 
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2 歳児事例「ࢣー࢟を作りたい！」 

「Ỉあそびのはࡲࡵࡌして」 Ỉあそびのはじまり 
7 月 10 ᪥ 

ある᪥、Ỉあそびをしているうちに大きなỈたまりが出来て、

ᆅ面がࡠかるみࢱプࢱプした感触の࣌ースト≧のἾができた。し

かしまだ、この頃は、Ἶでởれることを᎘がる子どもが多くởれ

たところはすぐにỈをかけてὶしていた。 

場面①「ࢣー࢟ᒇࢇࡉのはࡲࡌり」 㸿児・B 児のࢯࣆ࢚ーࢻ

7 月 24 ᪥ 
ᆅ面がࡠかるみ、足でἾの感触やἾỈの かさを感じ始めたことをきっかけにỈだけだったのがἾ

にも興味を持ち始めた。ḟにᆅ面のἾをスࢥップでᥒったりࢶࢣࣂに入れたりして手を使ってἾあそ

びをするようになった。そこで A 児がἾをࢶࢣࣂに入れたことで、Ỉ分の多い࣌ースト≧のἾが表面

張力になっていることに興味を持った。手でプࣚプࣚ、ࣃンࣃン触り感触を楽しんでいたため保育者

が「どう？気持ちいい？」と⪺くと A 児は➗㢦で「気持ちいい～」と⟅えた。感触を楽しんでいる最

中に、保育者が「それは、何なん？」と⪺くと「ࢣー࢟！！」と感触を楽しみながら見立てあそびを

していた。 
 

7 月 26 ᪥ 
Ἶでࢣー࢟作りをした A 児はこの᪥もἾでࢣー࢟作りをして

いた。2 ᪥๓は 1 人で遊んでいたが、㸿児のそばには、㸿児のあ

そびにចかれた」ᩘの子どもがἾでままࡈとを楽しむようにな

っていた。そこでは、にスイーࢶ作りをしており、B 児がࢣࣂ

じょうろに入ったỈ分の、”࢟ーࢣ“に入ったỈ分の多いἾをࢶ

少ないἾを“チࣙࣞࢥート”とീを⭾らましながら、ままࡈと

遊びを展開していった。㹀児はᗑ員さんになりきって、おᐈさん

ᙺの保育者に伝え「ࢣー࢟ᒇさんでーす」「これはチࣙࣞࢥート」

と見せた。 
り㏉り 

 
 
 
 
 
 

場面②「こࢇなἾỈがసりたい！」C 児のࢯࣆ࢚ーࢻ

同᪥ 7 月 24 ᪥ 
ᆅ面の土やἾ、ἾのΰࡊったỈをࢶࢣࣂに入れている間に、ᗏにἾ

がỿẊして、㹁児が思いᥥくἾỈができたことが㸿児にとって初めて

の経験だったのか嬉しそうに持ちṌいていた。もう一度作ろうとした

とき、土をࢶࢣࣂに入れ、たらいに張っていたきれいなỈを入れたが

さっきのようなἾỈができずしがりἽきそうになっていた。しかし、

そのᚋ何度もἾとỈを入れ᭰えているうちに思い㏻りのἾỈにたど

り╔いた。‶足そうな表情でࢶࢣࣂを持ちṌいていた。 
㸵月 26 ᪥ 

この᪥もう一度ἾỈづくりにᣮ戦していた C 児は、ࢶࢣࣂに土、

Ἶ、Ỉを入れ、Წ≧の玩具でかきΰࡐていた。 
 
 

気持ちいい～ 

場面①では、Ỉをὶし、たまたまできたᆅ面のἾに㸿児は興味を持った。足だけで感触を楽し

んでいたが、それを手にしてࢶࢣࣂに入れて遊んでいたことが、ままࡈとあそびに繋がるきっか

けとなった。ままࡈとあそびに行き╔くまでも᪥ᖖではあまり感じることのないࢱプࢱプとした

感触を楽しんでいた。最初は 1 人だけでしていたあそびが、児も興味を持ち、あそびが࿘りに

広がるとともに、あそびの㉁自యが῝まった。また、B 児はỈ分の多い少ないということを理解

しながら、ࢣー࢟とチࣙࣞࢥートに分㢮していた。そして、ただ作るだけでなく、大ዲきなおᗑ

ᒇさんࡈっこに自ら繋げていた。 
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り㏉り 

ーࢣ、見立てる力もついてきており、だちと関わりながら遊ぶことの楽しさを感じられるようにۻ

作りにᚲせなものを保育者間で話し合い、見立てて遊べるような素材として、様々な長さのストロ࢟

ーやカップ、ࣇライࣃン、おたまなどを用意した。 
 
場面③「たࢇたࢇたࢇた࠺ࡻࡌࢇび～！」

8 月 2 ᪥  
Ἶでࢣー࢟を作ると、ストローを見つけた子どもたちはࢣー࢟にさす

ことに夢中になった。ἑᒣࢣー࢟にさしたᚋは、ࡩーっとᜥを྿いたり、

「たんたんたんたん、たんじょうび～」とḷい始めたり、ろうそくに見

立てて遊ぶ姿が見られた。㹁児はこの᪥も思いᥥくἾを作ろうとこだわ

っていたが、見立てて遊んでいる姿に、「㹁ちゃんも作る！」「ろうそく

ついたよ！」と、こだわって作っていたἾをࢣー࢟として作ることに興

味を持ち始めた。 
 

その᪥にどんな事をして遊んだか、子どもたちと振り返りをすۻ

る中で、ḟ回も“チࣙࢥのࢣー࢟”を作りたいという声が上がっ

た。「イチࢦせる！」「ぶどうも！」「こんなおっきいやつ！」

と身振り手振りでᠱに伝える姿があった。「保育園にイチࢦな

いで」の一声から、「どうしようか」とၥいかけてみると、㸿児

が「Ἶをぎࡹっぎࡹってしたらいいねん」とἾを手で握ってᅛめ

ることを思いつき、▱らせた。ㄌ⏕᪥を楽しむというところか

ら、より自分が思いᥥく“チࣙࢥのࢣー࢟”に㏆づけたいという

思いが強くなっていくのを感じた。子どもたちの意見も受け、▼

けんのἻや、手だけでなく⤠ってᙧになるよう布なども用意して

おいた。 
 
場面④「ࢣࢺࢵࢣࢫࣅー࢟ฟ᮶た！」㸿児・㹂児のࢯࣆ࢚ーࢻ 
8 月 9 ᪥ 
(1)さっそく“チࣙࢥのࢣー࢟”を作る子どもたち。しかし、なか

なか思っているようなࢣー࢟にならず、「Ἶ入れたらあかん！」と

子どもたちで少し言い合いも見られた。そこで保育者が「どんなࢣ

ー࢟を作りたい？」「どうなったらおいしくなるの？」とၥいかけ

ると、㸿児が「ࢱプࢱプってしたらおいしくなるねん」「もっとお

Ỉ（のちに、Ỉたまりの⦆いἾのことだと分かる）いれたらいいね

ん」と言った。今回ははじめに土を入れたため、思っているような

ᅛさのࢣー࢟にならずに苦戦していたのだった。それで⣡ᚓした子

どもたちは、ỈをỮみに行く子と、ΰࡐる子に分かれ、また一⥴に 
 、作りを始めるのだった。保育者もỈを一⥴にỮみに行くと࢟ーࢣ
「ここのおỈがいいねんで！」と手ᣍきしてᩍえてくれ、ようやく 
子どもたちが思うようなࢣー࢟が成した。 

場面②では、C 児は、意ᅗなく偶然できたἾỈを目ᶆに、自分一人の力で作ることが出来た。

ἾỈを使う時ときれいなỈで作る時では、出来方、作り方が㐪うことに気付いている様である。

また、ΰࡐることで、ἾỈのⰍの⃰度が出ることにも気付いていたようだ。保育者は C 児が思

い㏻りのἾỈができず、しがっていることにᑐして“できないことをどのようにり㉺えるの

か”と気になり見Ᏺっていた。C 児はἾやỈを足したり、ὶしたりしながら、一度も人の力を

りずに自分の力で解Ỵすることが出来た。このことから大人が▱っていることを全て言葉や行

動にするのではなく子ども自身で考える時間やᣮ戦するᶵをえたいと感じた。しかし、全て

見Ᏺるだけでなく、2 歳はࣄントになる㐨➽やあそびの広がる環境をどよく作っていくことが

大切であると感じる。 

やった～ 
ろうそくついたよ！ 
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り㏉り 

 
 
 
 
 
 
 
 

ֆチࣙࢣࢥー࢟が成すると、間㧥入れず「ࣅ

スࢣットも入れる！」と今度はࣅスࢣット作りが

始まった。やはりࢱプࢱプした感触で作るのがዲ

きなようで、先どのỈたまりの場所を㑅んだ。

「クッ࢟ー作る時もࢱ࣌ࢱ࣌ってしたな࠵」と以

๓トイࣞット࣌ーࣃー粘土でクッ࢟ーを作ったこ

とを思い出して話しながら、ࢱ࣌ࢱ࣌と両手を使

ってきれいにᖹらにしていた。ูのあそびをして

いた㹂児もそれを見て、「何作ってるん？」と興味

を持ち、一⥴に作り、「ら見て！出来た！」と自

៏げな表情を見せた。 
り㏉り 

(3)出来たࣅスࢣットをトࣞイの上にせると、

Ἶが⦆いため少しずつὶれていった。すると、

「あ࠵、とけちゃった」と言った。「ᮏ当だね、

とけちゃったね。」「どうしたらとけないんだろう

ね」とၥうと、「ị入れたらとけんと思う」と話

した。ࣅスࢣットのᙧを保ちながら、先どのࢣ

ー࢟に入れてࣅスࢣット入りのࢣー࢟が成した。 
 
 

り㏉り 

【考察】 
プ”にこだわっࢱプࢱ“プした感触のἾは子どもたちにとって、新しい出いであり、そのࢱプࢱ

てあそびを広げていた中でのࢣー࢟作りだった。“ࢱプࢱプ”の不思議さをはじめに、今回の事例で

は、“発見”が 1 番多く見られたが、「こんなࢣー࢟が作りたい！」というイ࣓ーࢪのඖ、2 歳児なり

に探求しながらࢣー࢟作りを楽しむ姿が見られた。様々な経験を㏻して、子どもたちが「あ！いいこ

と見つけた！」という発見や㦫き、2 歳児なりのこれが良い！という確ಙや自ಙを持っているその心

を大切に、より様々な経験が出来るようあそびを工夫していきたい。そのために、保育者は子どもた

ちの夢中な姿、不思議と感じる心や発見を࢟ャッチし、ḟのあそびに繋げていくということをᨵめて

ᑀに行っていきたい。 

ここのおỈが 
いいねんで！ 

 

場面③④ではさらにあそびが広がっていくのを感じた。(1)では、作り方を変えてみるが、思いᥥ

くࢣー࢟にはならず、苦戦する姿が見られた。これは、繰り返し遊ぶことを㏻して、こういうࡩう

にしたいという思いが⏕まれてきたからこそのつまずきであると考える。保育者の௰立ちにより、

自分はどうしたいかということを言ㄒ化しようとする姿が見られた。また、あそびを⤊え、どんな

ことをして遊んだか、ḟはどんなことをしたいか子どもたちと振り返ることで、ḟ回のあそびに意

欲も見られるのを感じ、振り返りの大切さを▱った。 
 

(2)では、あそびの中で、作りたいものがイチࢦのࢣー࢟からࣅスࢣットを入れたࢣー࢟と、

変化はしていったものの、思いやイ࣓ーࢪをᙧにする力が育ってきていると感じられる場面だっ

た。また、トイࣞット࣌ーࣃー粘土でクッ࢟ーを作った経験を思い出して、同じように、ࢱ࣌ン

と手でくᖹらにしている。以๓の経験から、子どもたちの中でࣅスࢣットの作り方を▱ってお

り、␗なる場面でもやってみようとする姿が見られた。 
 

(3)は、ࣅスࢣットを作る中で出てきた、Ἶのὶ動を“とける”という言葉で表現したことも子ども

らしい㇏かな発である。作ったものが“とけて”ᙧがᔂれていく様を見て、あれ？と不思議そう

にし、そのᚋはっとしたように“とける”のはᬬいからであり、“ịを入れるととけない”だろう

と自ಙを持って⟅えている。⏕活の中での様々な経験がḟのあそびに繋がっていることを感じる。 

 ！ンってࢱッ࣌
 ！ら見て、出来た

何作ってるん？

 ！も作るۑۑ



3歳児 事例 「ⰍỈ遊び～すりすりっておもしろい！～」 

戸外遊びの際、の動᳜物と関わり、遊ぶことがቑえていた子どもたち。 

園庭に⏕えているⲡⰼや落ちている木のᐇをᆺᢤきしたものの上にのせたり、◁と一⥴にᐜ器に入れるなど

してままࡈと遊びに取り入れたり、見つけた⏕き物のࢧ࢚にしたりと᪥ᖖの中で子どもたちなりに様々な方

ἲで取り入れる姿が見られていた。 

4 月 26 日、そんな姿がよく見られる中で自らすり鉢とすり棒を持ち出して、園庭の隅に生え

ているクローバーをすりすりする一人の子ども(A 児)の姿が見られ、夢中になってすりすりする

姿が見られていた。 

 
 

 

そのᚋ保育者が少しỈを入れて見せると⥳ⰍのⰍỈができ「おⲔみたい」と児と言

い合って嬉しそうにしていた。そのᚋ「㐪うⰍも作ってみたい」「㐪うⰍも出来るかな？」

と話す子がᩘྡおり、園庭にဏいているࢩロࢧࢢ࣓ࢶや、なっているᱵのᐇを◁場用

玩具のໟで切って、すりつぶし遊ぶ姿が見られていた。 

 A 児を見ていたᩘྡの児もやってみようとྛ々でクローࣂーやࢩロࢧࢢ࣓ࢶを持

ちᐤりすりすりし始めた。でもなかなかⰍが出ず、不思議そうにしている㹀児。でも成ຌయ験をした A児が

「⤯ᑐになる」と言う確ಙがあったため、࿘りの達を引き㐃れて集中してすりすりする姿が見られていた。 

 

 
 

 
 

 

 

                               
 

㸯㸯 

 

 

こうやってしてたはず… 

補足 

他クラスの保育者にそのことを話すと 5 歳児クラスの子どもたちがす

り棒とすり鉢を使って遊んでいる姿をじっと見ていた様子。 

その姿が面白いと感じたらしく、見よう見まねで実践していたようだ。 

 

⿵足 

クローࣂーは⥳という経験から、ࢩロࢧࢢ࣓ࢶは白と

᩿言しすりすりし続ける様子が見られた。どれだけすり

すりしても↓Ⰽであったが、Ⰽがつくとಙじてすりすり

し続けていた。 

全然ならんで… ⤯ᑐなるで 

だって๓になったもん 

ずっとしてたらなるねん 

 㸴᭶㸳᪥ 場面①「おちࡷからみかࢇになった！！」 
⥳Ⰽになるんやで！みててな！ 

ẖ᪥の戸外遊びの中でスࣜスࣜすることが᪥ㄢの 1つになった。   

戸外に出てはẖ᪥クローࣂーやࢩロࢧࢢ࣓ࢶ、落ちていた木のᐇ、⏿に落ちていた 

㔝⳯などをすり㖊ですりすりし、どんなⰍが出るのかを試し遊ぶ姿が見られた。 

またこの時ᮇから自発的に発言する子がቑえ、「おỈ入れたい」「⿄欲しい」と自ら 

保育者に伝え、遊びに取り入れる姿がよく 

見られるようになっていた。 

戸外に出てはẖ᪥クローࣂーやࢩロࢧࢢ࣓ࢶ、落ちていた木のᐇ、⏿に落ちていた

が見られた。

と自ら

 

 

これは⥳やから⥳になるねん！ 

初めは、年長児がしている姿に何かចきつけられるものを感じ、見よう見まねで始めた姿から「やってみたい」

「やっࡥりできた」を繰り返していくうちに「こんなんできたらいいのにな」と自分の考えが出来てくる姿

と変わっていく場面がたくさんあった。自分なりのࢦールを目指している子どもの姿を見Ᏺり遊びを㏻して何

に面白さを感じているのかを意㆑してㄞみ取り、自分の言葉で伝えられるように関わってきた。ẖ回遊ぶ度に

㐪うⰍになることに不思議さよりも、楽しさ、面白さを感じ、出来上がった物を遊びに取りいれる姿もあった。 
 

                              
 

Ｋ児 

それなに？みかん？ 

 

᳜物をすりすりしては「おⲔのໝい！」「ࢥーࣄーのໝい！」と見立て遊

びをする姿を見て、ໝいに╔目し、そのきっかけとしておやつのみかんの

⓶を置いてみることにした。いつも㏻りクローࣂーやࢩロ࣓ࢶクࢧをᐜ器

に入れ、すりすりを始めたＫ児。㞄でみかんの⓶を使ってままࡈとをして

いた㹄児が、ໟで⓶を切っている姿に興味を持ったものの、すりすりを

続けていた。だちの「いいໝい！」でចきつけられたＫ児は、すりすり

しているᐜ器の中に⓶を入れてみた。初めはࣖクルトのᐜ器でࢢルࢢルと

回しているだけだったが、「これもすりすりしてみよう」とすり始めた。

「せんせい！みかんのໝいに変わった！おちゃみかん！」とໝいが変わっ

た事に㦫き、自分なりの楽しいを見つけ、もう一度繰り返していた。 
 
 

㹄児 

入れたらどうなるんやろ… 



 

       
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㸯２ 

 
 
 
 
～振り返り～ 
ẖ回出来上がりの㐪うⰍỈに、๓の方が良かったと不‶げな子もいたが、楽しさを見つけ「ۑۑみたい」と見立

てる言葉が多く⪺こえるようになり、みかんの⓶のように新しい素材を入れることで、「それやったらۑۑでき

るやん」とやってみたい事と広がり、自分のしてみたい事、材ᩱを集めてはこうなるはず！という思いを持っ 
て集中して取り組む姿があった。また自分の思いを確かめる、という気持ちが見れたように感じる場面であった。 

 

 

やっࡥり（興味・真似） どうなるんやろ？（わくわく） 

<子どもの心の動き> 

  
なんだこれ！？（ീと㐪う） 

もする～！ 

クローࣂーとΰࡐるの？ 

楽しそうݜどんなんになるの？（保育者） 

         
    
 
 
上グの写真①では、「自分たちが作ったものでịを作りたい」と、ἾỈやすりすりしたものをお玉と製ịᶵ

を用意し「どうなるか楽しみやな」と話をしながら入れてらせたもの。写真②クローࣂーをすりすりし

たものとクローࣂーそのものをΰࡐたもの。写真③場面②で取り組んだすりすりしたクローࣂーと⥳のἻを

ΰࡐたものをらせたもの。 

ịを見せると、こうなったという成ຌ例を見た子౪たちは「やりたい！どうやってするん？」とだちに⪺

きあっている姿があった。この時こんな話があった。 

㹇児「先⏕、このまま持ってᖐりたい！」Ѝ保）「持ってᖐれるかな～？」Ѝ      
㹇児「⁐けちゃう…」Ѝ保）「どうする？」 
㹇児「分かった！」と遊具のカࢦの下に置いた㹇児。ᙳだと解けないと思い置いた 
ようだ。ኤ方に「᪩く見に行きたい」と言ってカࢦの下をのぞき込み取ると⁐けて 
いたが、ࢻロࢻロしていて「⁐けたけどなんか㐪う」とじっと不思議そうな㢦をみせ 
ながらも、何だか嬉しそうな㢦をしていた。 
 

クローࣂーなくなったらどーする！？

 

これやってみるわ！ 

わからん！ 

どうなるのか自分でもわからない、わくわく 
する気持ちがいっࡥいで「どうなってき

た？」と何度もだちと⪺きあう姿があっ

た。少しずつ変化が出てきたのを見て「わ

っ！みて！はやく！みどり～！Ἳがみど

り！」と「自分が作った！」発見をだちや

⫋員に見せ、以๓ࣗࢪースの見立て遊びの際

に「ࣗࢪースにはịがいる」という話があ

り、ぬえていたのか「これらせたらどうな

る？」「やってみたい」と言いᐜ器に入れて

いた。 
 
 
 
 

      

すࡈい！ 

場面②「ࡏࢇࡏいࠊこれࢇなࢇなるᛮ࠺？」㸶月 1᪥ 

⫋員に見せ、

に

り、ぬえていたのか

る？

いた。

⥳のἻ！！ 

～振り返り～

こんなん出来たよ！（工夫・試す） 

が良かったと不‶げな子もいたが、楽しさを

㐪うけどまあいっか！（面白さ） もう一回初めから！（繰り返し） 

① 
③ 

② 

こんなんなったで！（だちとඹ᭷） 

  

⚾のすりすりしたやつはここ！！ 

見て！クローࣂーのị！きれい！ せんせい！Ἳってる！下は⥡㯇なị！ 

 

 ！！くが作ったࡰ

◁ΰじってるけどいい？

 場面③「このࡲࡲ⨨いきたい！」「もってか࠼りたい」 

 



 
   
                
 
 
 

 
 
 
 
 
 
【考察】 
自分で㐨具を用意し、見よう見まねでしてみようと取り組む姿から、子ども達が“もっとしたい！あれして

みたい！”と夢中になれる姿が見たいと思い、すり㖊やすりᲬ、Ỉなど手の届くところに用意しておき子ど

もの気持ちが㏵切れないように㓄៖した。「やった！」「やっࡥりできた！」の楽しい言葉に「どうやってや

ったん？」など㸿児の心が動いた▐間から㨩かれ出す子がቑえ、クラスの遊びに広がった。こうした成ຌ

య験をたくさん経験した事から、活動の中にࠗ探求心࠘が多くあったと感じた。夢中になって遊んでいるか

らこそ、ኻᩋయ験もㅉめずに繰り返し取り組む姿に繋がっている。発展出来る様に保育者が㐨具などを整え

たが、初めは“᳜物をする”という同じ行動の繰り返しだった。何᪥も続くその姿に╔目すると、同じ行動

を取っているように見えていたが繰り返しながら「๓と㐪う」「もう一回」と思い㏻りにいかないしさを

感じたり、同じではない面白さが⏕まれ「いいこと考えた！」と新たな楽しさ変化している事に気付かさ

れた。年長や年中児に「何してるん？」と⪺かれた際に「これはこうやってしてんで！が考えてん！やっ

てみる？」と自ಙたっりにㄝ᫂をしている⏕き⏕きとした表情を見て、子どもの姿を༑分にほ察し、今何

に夢中になっているのかをㄞみ取り、手を差し伸べていく事が意欲を高めるための工夫につながると感じた。

᭦に今は、ࠗ 自分で作った物をらす࠘事に興味があり、遊びながら「これらせたらどうなるかな？」と

話したり、ἾỈではịが出来るのに◁では◁が෭たくなるだけ…という思い㏻りに行かない事をయ験し、「も

う一回」とᣮ戦しようとする姿も見られている。子どもの関心の強さに、⚾たち保育者も心を動かされ夢

中で楽しんでいる事に気付き、その姿にの園児も興味を持ち、ඹ᭷することができている。結果ではなく、

自分なりの楽しさの中にたくさんの何で？が⏕まれ、Ⰽんな方ἲ、考えで、᭦に楽しさに変えていく姿を見

たような気がした。これからも不思議にたくさん出い、たくさんᝎみ、一⥴に考え、試せる環境をこれか

らも作っていきたいと思う。 

自分の発言を試せる࢟ࢻ࢟ࢻわくわく感 

～振り返り～ 

 

上グの活動で「ịを持ってᖐっておẕさんにみせたい」「このまま置いておきた

い」㹇児の「㝜に置いといたら⁐けんで！ࢻロࢻロになるねん」の言葉に╔目

してクラスでịについて話してみることにした。ࠗ どうすればịは⁐けないのか࠘

からࠗịはどうやって作る？࠘の話になり子どもらしい様々声があった。 
I 児「ᐮいところにおくねん！んなら⁐けん」 
A 児「ࢽࣅールに入れたらいいんや」 
T 児「◁⢾を入れたら⁐けないよ」 

 
 
 
 

㸯３ 

 

㸶月㸶᪥ 

⥳…Ỉをらせたị 

㉥…◁⢾Ỉをらせたị 

何かこっちの方が白い！ 

う～ん。これぐらいかな 

ᬑ㏻のịと◁⢾のịを見比べている㸶月２㸮᪥ۻ

 

手がࢱ࣋ࢱ࣋する～ 

◁⢾をいれるよ（㹒児） 

ちょっと？いっࡥい？ 

⁐けた㔞が分

かりやすいよ

うに⤮の具を

ップのᗏにࢥ

ሬっておいた。 

㉥の方が⁐けてなかったのに 

全㒊⁐けてるやん!! 

初めは、⥳の方が⁐けるのが㏿

く、◁⢾すࡈい！と言っていた

が結ᒁどちらも⁐け「やっࡥり

ᐮい所がዲきやねん」と自分な

りに⣡ᚓしていた。 

᪩㏿やってみよう！！ 

㸶月㸵᪥
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４月中旬 

４歳児の事例「作った物が繋がった！～イ࣓ーࢪをඹ᭷することで新たなࡦらめきに࣡ク࣡クする～」 

 

 ۼきっかけۼ

戸外あそび、４～㸳人ࢢループが◁場で◁ᒣを作り楽しんでいた。 

場面①「㧗いおᒣసろ࠺」

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

～振り返り～ 

始めは“高くしたい”という思いで、ࡦたすらにやり続けたことが自分の思うようにいかず、ീと㐪うこ

とに㦫いていたが、だちの行動一つから「そうか！」と新たなࡦらめきで「こうしてみたらいいんや！」

と子どもの中で確ಙに変わった▐間が見られた。

 

 

 

 

 

～振り返り～ 

高く積み上げられたＫ児に話を⪺くと、「ࢢラࢢラしてなかなか高くならんかった」「すぐにಽれちゃった

…」と一人で積み上げていた時のኻᩋをᡴち᫂けた。㏵中でࢢラࢢラしてきて結ᒁಽれてしまった時のཎᅉ

は積み木をࣂラࣂラに置いて積んでしまったことだと気づき、その時にだちにᩍえてもらった「真っ┤ぐ

にしたらಽれんよ」をࣄントに一つ一つをᑀに積み上げる姿が見られた。 

場面②「れࡃらい㧗࡛ࡃきるかな？」 

ーあそびでカプラ・積み木を保育者が用意するとＮ児が真っ先に㥑けᐤってきࢼーࢥ

て組み立て始め「先⏕見て～さっきのᒣが出来た」と話していた。どうやら、みんな

で༠力してᒣが作れたことを喜んでいたようだった。の子どもも積み木に興味を持

っていることが分かったので広いお遊ᡙ室を用して、引き続きカプラ・積み木あそ

びを行った。どれくらい高く積むことが出来るのか、一人で集中してやってみようと

する子が多く、集中して積み上げていってもどこか不安ᐃで㏵中でಽれてしまうこと

もあった。その中でㅉめないＫ児は「もう一回してみる」「今度は大夫」と何度も

ᣮ戦する姿が見られた。高くなっていくと「すࡈいね」「高いな࠵」とＫ児がしてい

ることを〔める子がいた。その言葉をきっかけに「一⥴にしよう！」と一人から人

とだちと༠力して積「んよ真っ┤ぐしたらಽれ」とቑえ、「ここᢲさえとくね」

み方を工夫する姿があった。この時はまだ高さにしかどⅬを持っていない様子が感じ

られた。 

ᢲさえてるね 

 

 ラࢢラࢢ

しなくなった 

 

「大きなおᒣを作ろう」と㹇児が声を掛けるとみんながࢩャ࣋ルを持

ってきて༠力しながらどれだけ高く出来るのかᣮ戦をし始めた。子ど

もたちは口々に「高くしたい！もっと高く！」「もっと◁を持ってき

て！」と┒り上がっていた。だんだんとᒣが出来てきたところで◁が

落ちていき、なかなか思うように高くならないことに気付き、㹋児が

「どうしたらいいんやろう…」と言ったことがきっかけでみんなは「な

んでなんやろう？」とၥが⏕まれ、保育者に⪺いている子どもたち

だった。それでも“やり続ければ高くなると思う！”という気持ちで

一⏕ᠱࢩャ࣋ルで◁を運んでいる子どもの中でＫ児が手のࡦらで◁

ᒣを触っていた。それを見た㹇児が「そうだ！土をᅛくᅛめよう」と

声を掛けたことをきっかけにᩳ面をたたいてᅛめて◁をかけてᅛめて

…を繰り返しすると、高いᒣが出来上がってきたことに気付き喜んで

いた。 

 

４月中旬 

 

大きなᒣが出来てきた 

高くならん…高くならん… 

出来てきた！出来てきた！ 

ᶓをࣃンࣃンしてみるわ ᶓをࣃンࣃンしてみるわ

ᅛめたらいいんや！ 
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㸴月中旬 

㸴月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが見てイ࣓ーࢪが⭾らむようにと保育者がⰍ々なᙧの積み方の⏬ീをቨにᥖ示し環境を整えた。

それを見ながら真似したＮ児が「上手く積めんな…」「こんな感じちゃう！？」と何度も置き方を変えてᣮ

戦していた。やっとのことで一段が成！に重ねていき、㸳ゅᙧや㸵ゅᙧなどのᙧで積み上げるとᔂれ

にくく、より高く積めることに㦫き、「この࣡ࢱーすࡈいんやで！」「みんなで作った」と新しい積み方を▱

れたことに喜ぶ姿が見られた。自分の⫼と同じくらいまでに積み上げられると「もっと高くできるのに…」

「まだまだいけるけど」とᝎんでいたが、㸿児が保育者のඖ来て、「先⏕！᳔子持って行ってもいい？高く

できると思うんやけど！」と自ಙに‶ち⁄れた表情で伝えに来た。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～振り返り～ 

組み合わせ方により、㝵段やすべりྎなどⰍ々なᙧに変化し、㐪う玩具も取り入れることでീしていたも

のに㏆づいたことに気づき、⾤が広がっていた。その際のࣁプࢽンࢢでだちがᔂしてしまいኻᩋした経験

場面③で出来た࣐ンࣙࢩンをもとに保育者が「࿘りには何があるん

だろうね」とၥいかけてみると「⾤があるんや！」「ᑠさいᐙもあ

るし、もう少しちっちゃめの࣐ンࣙࢩンもあるんやで」と３～４人

の子どもが⟅えたので「どうしたら⾤が作れるんだろう？みんなに

⪺いてみない？」とᥦしてみた。クラスの子どもたちから⪺くと

下グのような意見が出た。ただここでၥ㢟発⏕。夢中で作り込んで

いるときにだちの足が当たり㐨㊰やᘓ物の一㒊がቯれてしまう

 。があったࢢンࢽプࣁ

場面④「ࣥࣙࢩ࣐ࣥの࿘りにఱがある？」 

場面③「こࢇな✚み᪉もある࡛ࡸࢇ」「ࡔࡲࡔࡲいࡅるẼがࡍる！」 

新たな積み方を▱る 

すࡈいの作れたで！ 

まだまだ！ 

イスがいるわ！ ಽれそう～ 

 っくりしてなࡺ

自分より高く積めた 

ことに喜ぶＮ児 

高さにᣮ戦 もっと！を㏣ཬ 

あれ？出来るやん！ 

やっࡥり出来た 

㐪うやり方を試す 

ᔂれた！何で？ 

これも使いたい！ 

高くしたい(理) 

 

①積み木で㐨を作る ②入れ物も使う ③の玩具も୪べる 

④積み木を全㒊使ってᘓ物を作る յⰍ々な物で作ってみる 

①積み木で㐨を作る 

③の玩具も୪べる 
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から、話し合いの場を設けると、振り返りの場では、何がཎᅉだったのかⓙにၥうと、子どもたちから「も

っと真っ┤ぐ立てたらよかった」「（ᔂれたところは）一回お片付けをして作り┤したらいいと思う」「積み木

じゃないもので作ったらいい」「そうそう！積み木より大きいやつ」など意見が出てきた。

場面④の振り返りの場で出てきた「積み木じゃないもので作る」という言葉をࣄントにⰍ々な素材の物を保

育者が用意すると、「これ使いたい」と段ボールを指差した子どもたちだった。「大きいから⤯ᑐ高くなるや

ん！」と初めからಙじていて、ࠗ ⤯ᑐできる！࠘という強い思いから「ⓙでやってみよう！」とさっそく作る

ことになった。

 

 

場面նࣟࢺࢵࢣసりたい！！ 㸶月中旬 

この頃、空・ᆅ⌫・Ᏹᐂのことが㍕っている⤮ᮏ

やᅗ㚷をよくㄞんでいた子どもたち。「Ᏹᐂってす

と興味を持「ットで㣕ぶんやってࢣロ」「࠵いなࡈ

ち、ロࢣットはどんな㣕び方をするのか、Ᏹᐂに

は何があるのか等子ども同士で考え、調べる姿が

見られた。（場面④振り返りのࢩーン）段ボールを

使って高く積み上げて出来る物は何なんだろう…

ḟに作ってみたいものは？ 

の子どもの興味を引き出し 

ていくと高いのって、 

ロࢣットやんな！と意見 

が一つにまとまった。 

さっそく段ボールを使って自分たちのロࢣット作

りが始まった。「大きい方がすぐᏱᐂ行けるで！」

とＮ児が言ったことを 

きかっけに大きめの 

段ボールを使ったり、 

（積み木のように⣽長い 

ᙧのもので作ったら） 

「またቯれたら᎘や」とኻᩋも工夫に変えている

▐間が見られた。ᐇ際

にᅗ㚷を見ながら「こ

んなᙧやった」と大ᑠ

␗なるᙧを組み合わせ

て作っていた。 

場面յ㧗いのってఱがある？

【考察】 

場面①では、ᒣを作りたいという一つの気持ちだけで↓ᡃ夢中で高くすること 

の中から⏕まれた、思っているように高くならない不思議を“土をᅛめる”という 

一つのイࢹで「こうやったら出来るんや」と発見に繋がることが出来た。 

そこからだちが◁ᒣを高く積み上げていく姿を見ても、⚾も！と◁ᒣ以外にも 

積み木を使ったඹ㏻の遊びが広がった。また、場面③④のようにḟ第に積み上げた 

ものが「ࠐࠐみたい！」「これも作ってみよう」とイ࣓ーࢪのࡦらめきがᙎけて、 

作ったᘓ物同士にᶫを掛けたり、࿘りに㐨を作り一つの⾤をイ࣓ーࢪして展開したり、イ࣓ーࢪをඹ᭷ 

して遊びが広がっていた。イ࣓ーࢪを言葉で伝え合うことで「いいこと考えた」 

「こうしたらどう？」と新たなࡦらめきがいに作ったものを繋いでいた。一人の子どもが夢中で作っ

たものに「それめっちゃいいやん！」とだちや保育者に認めてもらう事で「これでいいのかな？」と

いう不安だった気持ちも自ಙに変わり、もっとこうしたいという意欲が高まっていた。みんなで作る楽

しさやቯさずに作る工夫や⥭張感、成に㏆づくにつれての‶足感を感じながら、よりᮏ᱁的に作るこ

とが出来ないのか考える場面もあった。ࡦらめきが一つの成ຌ例となり「もしかしてこうしたら…」「大

夫だよね」「作ってみよう」と一人一人の言動から「やってみたい！」の自発的な活動と繋がってい

たような気がした。場面շの身㏆なᗫ材を使って出来た自分たちのロࢣット。保育者も一⥴に作る中で

夢中になり楽しみながら作ることが出来たからこその特ู感が味わえたと感じた。子どもたちの「でき

た！」がたくさん⪺けるように、これからも興味あるものに探求できる環境を整えていきたい。 

 

⤯ᑐ作れる！ 

成！ 



５歳児の事例 「つながる遊び～本物みたいに作りたい！」 
第１章「積み木って面白い！」 場面①「どこまで高くなるかな？」 

 ６月中旬ごろから積み木を高く積む事を楽しんでいた子どもたち。土台の形が、 
「三角？」「四角？」「この形なんやろ？（五角形）」と色々と試した結果、四角形が 
一番作りやすい事に気付いた。  
 
 
 

高く積んでいく内に、 
「階段作ればいい！」と 

階段を作り始めた。２段から 3 段、４段となり、それ 
以上は怖くて、高く出来なかったが、周りでは落ちない様にと『階段を押える係』『積み木を渡す係』『階段

を登って積み木を重ねる係』といつの間にか、役割分担が出来ていて、最終はクラスで一番背の高い男児が

選ばれ、「天井に届きそうやな！」と完成を喜び、みんなで拍手していた。次の日に保護者から、「天井まで

届いたんですか？」と質問があり、子ども達が本当に楽しんでいたことが伝わってきた。 
場面②「中に入りたいねん！」 

 ７月に入って、男女のチームに分かれてどちらが高く 
積めるかなど、自分たちでゲームにして楽しんでいたが、７月の中旬ごろ、A 児が 
自分の周りに積み木を重ねていく遊びを始めた。周りの子どもが「何してるの？」と 
聞くと「どうしても中に入りたいねん！！」と、何度崩れて失敗しても、繰り返し 
挑戦する姿を見ていた周りの子ども達が、積み木って重ねる以外にどんな遊びが 
出来るのか？どんな形が作れるのか？と興味が広がっていった。 
第２章「自分たちの街を作りたい！」 １日目～３日目「何作る？一緒に作ろ！」 

 ７月下旬ごろ、「ＵＳＪ」「水族館」「恐竜」「地球」等々を作りたいと色々な 
意見が飛び交った。「B くん、一緒に作ろう！」「私たちはディズニーランド、作る 
ねん」と子どもたちが思い思いに話し合い、同じものを作りたい子どもたちが集 
まり、最終的に、「東京タワー」「スカイツリー」「東京ディズニーランド」「高速 
道路」を作っていくことになった。東京タワーも高くするとすぐに崩れてしまう 
ので、壊れては修正を繰り返し、高さを工夫して作っていた。イメージが共有し 
やすい様に壁に、昼と夜の東京タワー等の写真を掲示すると、C 児が掲示物を見て、 
シンボルの地球と看板を何で作るのかを考えて、ビニール袋で地球の丸みを作り、 
水色のガムテープで地球の色に見立てた。転がりやすい事に気付き、土台を作 
った。また、C 児と E 児が「積み木の東京タワーも光らせたい！」と考え、カラー 
セロハンで作り始めた。電気の様につけたり消したりは難しかったので、「昼です」「夜です」とつけたり外 
したり出来る形になっていた。それぞれ個々の子ども達の、こだわりを持って、作っていく姿が見られた。 
           
 

 
 

 

５日目～「博物館も作る！」 
次の日には、もともと LAQ で遊ぶ事が好きで、恐竜や骨や化石、古代の生き物を作っていた F 児が、「博 

積み木たくさんいるから、高く

するには積み木たりへんな～！ 

高いな～！ 

倒れそう！ 

C 児：ディズニー 

ランドの入り口に 

あるやつやん！ 

ちゃんと押さえてるから！ 

なんで崩れるのかな？ 

・子どもたちが伸び伸びと、積み木あそびが出来る様に、場を整え広い空間を作っていった。 
・作りたい時に作りたい物を作れる様に、コーナーの廃材や素材を補充しておく。 
・作りたい物を知らない子どもとの、イメージの共有が出来る様に、壁に写真を掲示しておいた。 

D 児：それ何？ 
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物館も作りたい！」と新しい建物が増え、 
今までに作った物も置いて遊ぶ姿が見られた。 

第３章「本物みたいに大きくしたい！」場面①「それ知ってる！」～イメージの共有～ 

８月に入ってから遊びが継続されている中、夏休みに「昆虫博物館」に行った G 児 
の話から、C 児や F 児などが、自分たちも「恐竜博物館」に行ったことがあると 
話が盛り上がり始め、「大きな恐竜を作りたい！」と言い始めたので、みんなで話し合いをしてみた。博物

館といっても色々な種類の博物館があるのでどんな博物館に行ったのか？の発表から始まった。男児は昆

虫や恐竜が多く、女児は行ったことがある子どももいたが、兄弟といった 
のであまり興味はない様子だった。でも化石の話になった時に、C 児が 
「水族館に行ったときに、大きい魚があった！」と教えてくれて、他の 
女児も「それは知ってる！」とクラス全体の活動になっていく、きっかけ 
となった。どんな物を作るのか？作るだけでいいのか？など話も進んでい 
き、全員が共有出来る様にウェブに書いていった結果、「いろいろなんでも 
博物館」を作って違うクラスの子ども達や保育士、保護者に見せたいと話がまとまっていった。 
場面②「どうやって作る？」～設計図作り～ 

 何を作るか？の話し合いでは「ブラキオサウルス」「化石」「クジラ」などの意見が出てきて、「本物みた 
いなの作るの？」「骨とか作るの？」「どうやって作ろっか？」などの話し合いが行なわれた。 
 
 
 
 
 
 
各パーツ毎の作成過程                           ペットボトルの底は 
                                     カッターで切断した。 
                                     切った断面が「危ない 
                                     なあ、手、ケガする」 
                                     と H 児が言ったので、 
                                    テープを貼る事になった。

（以前の遊びの経験から） 
「すずらんテープがコロコロ転がるから、ペットボトルの中に入れに 
くいなあ」と制作中に I 児が言うと「もっておくわ！」と周りにいた 
子どもが先をもって協力して作る姿が見られた。 

 
 
 
 
 
顔と首とつなげる時に、上手くつなげられずに、テープで貼って落下して、ガムテープで貼ったが上手くい 
かず試行錯誤していた時に、博物館に行ったことのあった F 児が、「分かった！恐竜のを飾ってあるところ 
では、下にこんな風に支えてあるのがあった。階段みたいに登れるのもあったで」とアイデアを出した事で、 
なんとかつなげる事ができた。 

博物館って他に何があるのかな？ 

話し合いで決まった事 
・ブラキオサウルスを作る・大きさは、お部屋の机８個分 
・保育園にない物で使いたい物は、保護者に協力して 
 もらって、家から持ってくる 
・パーツ毎に、分担して作る 

子どもが絵を描いて 

作った設計図 

首の作成 

すずらんテープは「黄緑」と「緑」 

・ペットボトルの底を切る 
・切った断面はガムテープで貼る 
・中にすずらんテープを入れる 
・たくさん作って、つなげる 

顔の作成 

・ティッシュの箱を使う・ガムテープで貼りつける 
・目はペットボトルのふたとモール 
・舌はキッチンペーパーの芯と花紙 
・鼻はマスキングテープの芯 

この筒で 

支えるな！ 
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制作中に図鑑を見ていや子どもが、「ブラキオサウルスの足、前足より 
後ろ足の方が太いな～」と言ったことで、後ろ足のみ芯材にペットボト 
ルをくっつけて、太さを表現してみる事になった。 

 
体は段ボール箱 

が長細かったので 
丸みを表現する 
方法を考えて、新聞紙やチラシを丸めてたくさん貼り付け 
ていく方法を思いついた。その中で、重さで落ちてしまうものもあったがその都度テープで補強していった。 
場面③「大きくなったなあ～！！でも…？？」 

 すべてのパーツが出来上がって、組み立て作業になった。思っていたよりも体や顔が大きくて重くて、足

だけでは支えられなかったので、かおを支えた要領と同じようにして、体も階段を作って支える事になった。

以前の経験から、すぐに階段が出来て、体を支える事が出来た。すべてを繋げ終わって、みんなで出来た喜

びを感じていたが、保育者自身が感じていたこともあったので、子ども達に感想を聞いてみた。「難しかっ

た」「時間がかかった」「大きく作れて嬉しい」「もっと大きくしたかった」などいろいろな意見が出る中で、

J 児がボソッと「馬みたい…」と言ったことで、「ほんまや！馬に見える」「キリンにも見えるなあ」との思

いも聞かれたので、全員でなぜなのか？検証してみた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
 今回の事例では、各活動の中に子ども達のこだわりがたくさん見られた。そのこだわりは小さな物（顔を

上に向けたい）から大きな物（足を動かせる様にしたい）まで様々だったが、自分たちが作りたい！と思っ

た時に、「どうやって作ろう？」「思うように出来ない…」など工夫が必要な場面がたくさんあった。自分た

ちで作っていきたいという思いが、探求心へと繋がっていったのではないかと感じた。最後の過程で、パー

ツをつなげていく時は、どんな風になるのか？とワクワクしながら作っていて、子ども達がいきいきとした

目をして活動していた。その中でも様々な疑問や出来ない！とう思いが出てきたが、友だちと「こうしてみ

よう」「これを使ってみよう」と工夫して、試行錯誤を繰り返していた。最後にみんなで振り返った時に、

自分たちで描いていた「ブラキオサウルス」とは違っていたが、それを失敗をとらえずに、「じゃあこうし

ていこう！」と前向きに笑顔で話し合っている姿も見られ、子どもたちのやる気やこだわりたいという強い

思いも改めて感じた。そういう子ども達のこだわりや思いを尊重していけるように、保育の環境など、事前

に出来る事を行い、保育者も子どもたちと一緒の目線で考え、楽しめる様な保育をしていきたいと思う。 

足の作成 前足 ・太めの芯材（２本） 
後ろ足・長めの芯材（２本） 
・ペットボトルをくっつける 

こっち持ってるからテープして！ 

これで、足が太くなるなあ～。 

体の作成 
・大きめの段ボール箱・画用紙（緑） 
・新聞紙やチラシを丸めて 
ガムテープで貼りつける 

検証結果（振り返り） 
・馬みたい ・キリンみたい（なぜ、馬みたいに見えるのか？） 
・足がまだ細い気がする ・頭にこぶをつけるのを忘れてる 
・頭が下向きやから？でも上向きにしたかったけど無理やったから 
これからどうしたい？ 
・頭にこぶをつけたい  ・しっぽももう少し長くしたい 
・体にもっと新聞紙を丸めてつけて増やす ・足を太くしてみる 

完成！？ 
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 下記の図１では、各クラスごとに、「不思議・発見・探求心」を分類し、その数を記入した。また、

保育者が場面ごとの中で子どもたちと夢中になっていた瞬間を記入した。全クラスで、「不思議」と

感じる場面が 42 あった。遊びを「発見」したり、遊びの方法を発見したりした場面は、63 あった。

子どもたちが、もっとやりたい、こうしたらどうなるのか？面白そう！など遊びを追求していく「探

求心」は 71あった。今回もっともエピソードに多く出た場面は「探求心」であるが、各クラス毎で

見てみると、発達に応じているクラスもあり、探求心が全クラス多いわけではないが、面白そう！

と思う事をきっかけに失敗したり修正したり、新しい遊びに広げていく中に、自園が考える科学す

る心は含まれており、また保育者も子ども時代に戻った瞬間のような感覚（夢中）を味わっている

ことがわかった。 

 

クラス 不思議 発見 探求心 クラス 不思議 発見 探求心 

0歳 8 9 3 3歳 8 19 25 

1歳 7 6 14 4歳 12 14 16 

2歳 5 8 6 5歳 2 7 7 

 保育者が夢中になる瞬間・保育 

0歳児 保育者の真似をして遊びはじめたり、自分でだんだんできるようになってきて、自分で考えて試している時、新

しい物に出会ったり、できそうでできないことに挑戦しようとしている時。 

1歳児 ペットボトルに張った水の中に花びらや梅の実を入れ、ジュースとして見立てて遊びが広がり、さらに保育者も

一緒になって探索することを楽しんだり、浮かぶ花びらや梅の実、色の変化を一緒になって楽しめた時。子ども

達と簡単なジュース屋さんごっこを楽しんでいる時。筒の中に転がる物を子ども達と一緒に探している時。子ど

も達が身近にある物で転がる物転がらない物を見つけ一緒になって探求している時。 

2歳児 こんなふうなケーキが作りたいという思いが子ども同士も保育者も共有ができ、次へと繋がった時、子ども達の

やりたいことが見えたり、遊びが広がった時にそれに合った素材を用意した時。子どもがやりたい事を問いかけ、

周りの子ども達との仲介役になった時、保育者が一緒になって泥水を作り、試行錯誤する瞬間。 

3歳児 子ども達が自分から進んで取り組む姿に保育者も惹かれ、いつの間にか子どもと会話が弾み、保育者が夢中にな

って遊ぶ姿が今回の事例にいくつもあった。「思い通りにいかない、思っていたのと違う」という場面に出会っ

た時、諦めずに何度も挑戦し、楽しむ子ども達に勇気をもらい保育者も夢中になっていた。 

4歳児 「やりたい」の気持ちに寄り添い言葉がけを行っている瞬間、次の目当てに向かって進める子ども達の姿に「や

り遂げてほしい」と一緒になって夢中になれた。積み木で失敗した経験を活かし段ボールを友達と協力し工夫し

ながら制作をし「ぼくはこうしたい」「わたしはこうしたい」と思いがある中、組み合わせていくと「ロケット

出来てきた！」とイメージが広がり「もっとこうしたら？」「○○も必要やん！」と保育者や友達全員で話合う

事ができ、制作出来た。 

5歳児 次々とこうしたらいいとアイデアが出てきて、どこまで高く出来るのかな？と思って見守っていた時。全てのパ

ーツを繋げた後、「あれ？馬みたいに見える？」と子ども達と意見が合ってどうしたらいいか一緒に考えた時。 

 

最後に、今後はこの「不思議・発見・探求心」をベースにさらなる研究を深めていきたいと考える。 

そのために、保育者と子どもたちが夢中になって遊びを深めていく保育を子どもたちと共に考えながら、

明日に繋がる保育を目指していきたいと考える。 

全体的な考察 
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